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【設計上の留意事項】

・小屋裏換気で軒裏吸気が必要な場合は、吸気孔を別途設ける必要があります。

 （外壁通気層からの吸気は、小屋裏換気の吸気孔としては認められません。）

【施工上の遵守事項】

＜屋根＞

・野地板先端には必要に応じて（防火規制、外観上）野地板キャップを取付けてください。

＜外壁＞

・鼻隠し下地の位置は、図中の寸法A＝屋根材厚さ（5.2㎜厚品：20㎜、6㎜厚品：24㎜）

　＋合板厚さ＋胴縁厚さ、となるように調整してください。

・透湿防水シートは、鼻隠し下地下端より高く張上げてください。

・非透湿防水紙を外装材用下地材上端まで張上げた後、片面防水テープを非透湿防水

　紙と鼻隠し下地が一体となるように貼付けてください。

・鼻隠し下地下端には捨板金を取付け、外装材との取合い部のシーリングは、捨板金

　と外装材木口を被着面として施工してください。

軒天取合部拡大図：防水テープ、非透湿防水紙の張り方
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【施工上の遵守事項】

＜屋根＞

・野地板先端には必要に応じて（防火規制、外観上）野地板キャップを取付けてください。

＜外壁＞

・鼻隠し下地の位置は、図中の寸法A＝26㎜＋合板厚さ＋胴縁厚さ、となるように

　調整してください。

・透湿防水シートは、鼻隠し下地下端より高く張上げてください。

・胴縁および外装材用下地材は、軒ゼロ用通気部材に当たらないよう、鼻隠し下地

　から20㎜程度控えて取付けてください。

・非透湿防水紙は外装材用下地材上端まで張上げ、両面防水テープで密着させてください。

・軒ゼロ用通気部材は、部材上部の通気口をふさがないように、取付けてください。

・軒ゼロ用通気部材と鼻隠し下地との取合い部には、捨シーリングをしてください。

・化粧鼻隠しは、軒ゼロ用通気部材に30㎜以上かぶるものを選定し、取付けてください。

　（かぶり長さが40㎜を超える場合は、外装工事完了後に化粧鼻隠しを取付けてください。）
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【設計上の留意事項】

・小屋裏換気で軒裏吸気が必要な場合は、吸気孔を別途設ける必要があります。

 （外壁通気層からの吸気は、小屋裏換気の吸気孔としては認められません。）

【施工上の遵守事項】

＜屋根＞

・野地板は、外装材表面から40㎜程度でるように調整してください。（柱からの寸法：

　図中A＝40㎜＋屋根材厚さ（5.2㎜厚品：20㎜、6㎜厚品：24㎜）＋合板厚さ＋胴縁厚さ）

・野地板先端から外壁面にかけて下葺材を施工してください。

　※下葺材は外壁の防水紙に100㎜以上重ねることができる長さとし、外壁面には

　　　タッカー留めしないでください。

・野地板先端には野地板キャップを取付けてください。

・軒先水切の固定は、留付け材が野地板裏面に露出しないよう、吊子を使用して行って

 ください。

＜外壁＞

・透湿防水シートは垂木下端まで張上げてください。

・非透湿防水紙は外装材用下地材上端まで張上げてください。

・屋根から垂れている下葺材を防水紙に重ねて留付けてください。

　（屋根の下葺材と外壁の非透湿防水紙を一体とし、連続した防水層とします。）

・野地板と外装材との取合い部のシーリングは、野地板キャップと外装材木口を被着

　面として施工してください。

軒天取合部拡大図：防水テープ、非透湿防水紙の張り方
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【設計上の留意事項】

・小屋裏換気で軒裏吸気が必要な場合は、吸気孔を別途設ける必要があります。

 （本仕様では軒裏吸気ができません。）

【施工上の遵守事項】

＜屋根＞

・野地板は、外装材表面から40㎜程度でるように調整してください。（柱からの寸法：

　図中A＝40㎜＋屋根材厚さ（5.2㎜厚品：20㎜、6㎜厚品：24㎜）＋合板厚さ＋胴縁厚さ）

・野地板先端には必要に応じて（防火規制、外観上）野地板キャップを取付けてください。

・軒先水切は、垂れ部分が軒ゼロ用通気部材に30㎜以上かぶる寸法のものを選定

　してください。

・軒先水切の固定は、留付け材が軒ゼロ用通気部材に干渉しないよう、吊子を使用して

 行ってください。

＜外壁＞

・透湿防水シートを野地板裏面まで張上げた後、片面防水テープを透湿防水シートと

　野地板が一体となるように貼付けてください。

・胴縁および外装材用下地材は、軒ゼロ用通気部材に当たらないよう、20㎜程度控え

　て取付けてください。

・非透湿防水紙は外装材用下地材上端まで張上げ、両面防水テープで密着させてください。

・軒ゼロ用通気部材と野地板キャップとの取合い部には、捨シーリングをしてください。

軒天取合部拡大図：防水テープ、非透湿防水紙の張り方

2
0
程

度

垂木

Ａ

40程度

両面防水テープ

非透湿防水紙

シーリング

両面防水テープ

軒ゼロ用通気部材

ハット型ジョイナー(片側タイプ)
またはバックアップ材

透湿防水シート

下葺材
野地板

カラーベスト

軒先水切

外装材留付釘

外装材留付釘

外装材留付釘

外装材留付釘


	シートとビュー
	モデル


